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数は不純物伝導を最初に示唆した ものであり,電子状鮭を探 る重要 な効果であ
1)
るが ,最近,その一般論が展開されたO それによれば,不漁新発の一つq-Jl例
である液体金属の うち nearly-free-electron (NEE)のモデ/レと-して扱
える系に於て も1･?ホT JV係数が 白煙電子の場合 とは異を少得 るが,反面このモ
デ′レがそのまま適用仕凍 そ うにも希い蔽 棒金尿が存在する｡ hTgの ように固体
の時に存在していたバンド･ギャ:ップの痕跡が残 っている場合がそれであるが,
このようを系に於亘る輸送現象の研究の足がかりとして
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で表わされる系に於て,Klauder 及び yonezawa が行そった近似の範取 で
のホ-.7V効果を詞べたが,その際,いかをる藤度及び温度の条件の下で も,香
純物帯領域に於てホ- 7レ効果の符号が電子蛭である事を示 した O この議論に際
栄) 一部分は Prof.Y.Wadaによ少日ソ低温物替学会譲 (Novosibirsk,
十969)で報告された｡
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しては,不純物の済度が十分小さい としたが,もし,この "不純軌 "の濃度が
増し, ¶ host"の原子の濃度と同じ程度になれば,当然,通常の プロツホ ･
バンドに於けると同様 ,符号が変化してよいはずである. この事情の移 り変わ
りが式 (1)のモデ/レで聾解出来るはずである｡
5)
不規則系に対する近似 として,どの程度良いか不明であるが , 議論を
6) 7)
coherenもー POtenもialの近似 (Onodera-ToycBaWa近似 )に限考｡
この近似の範医では,電流に対する verteX COrreCtionsはきかないので,
oxx- 琉 fd叶 aif)･(8%)2･(ImGR- ,,2 ( 5)




ここで だ(k)は tijの Fourier変換,また･GRは一体の retarded ダリ
-ン函数である｡結晶形としては, simple cubic typeを考えるが,E(k)
の k一依存性をそのまま取扱 うのほ複雑なので,次の近似を行なう｡
古君8(El (り )-詰｡[.-(ao)2〕y2 (5)
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これ らを数値計算 した ものの うち,｢部分が図 1,2であるO エネJt,ギー的に
低い方のバンドの上端で 6Ⅹ享が 正 と在る場合は二種類の原子の比率及びそ の
原子のエネルギー準位の間隔 (△)に依存す るが,それは式 日 1)の解析的な
性質により,図 5に示 されるようになるo 即 ち , I,I,乱は全て persiste-
nce typeの場合に属するが ,i.ではェネJVギー的に低い方にあるバン ドの到
る所で♂Ⅹyは負 ,瓦では高しっ方にあるペソ ドの到る所で正である0 4CACB≧打2
で表わされる領域 苛では二つの各々のペソ ド内でホ-)レ係数は符号を変え ,こ
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